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(1) 正八面体のひとつの面を下にして水平な台の上に置く。この八面体を真上から見た図（平面図）

を描け。 

(2) 正八面体の互いに平行な 2 つの面をとり，それぞれの面の重心を 1 2G , G とする。 1 2G , G を通る

直線を軸としてこの八面体を 1 回転してできる立体の体積を求めよ。ただし八面体は内部も含むも

のとし，各辺の長さは 1 とする。 

 

(1) 図 1 で FA FB  より，真上から見ても FA FB  で， 

 DCとDB，EAとECについても同様である。 

 また，△ABCと△DEFは合同であるから答えは図 2。 

  なお， 1G と 2G は重なって見える。 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 図 3 のように 1G が原点で，△ABCが xy 平面上にあるように設定する。 
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1 2G G を : (1 )t t  に内分する点 tH を通り， 1 2G G に垂直な平面 tP で八面体を切った切り口は 

図の太線の六角形になる。 

tP 上に図のように各点をとると，回転体を tP で切った切り口は半径 1H Qの円である。 
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  より円の面積は 
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①より， tP と t tP の幅は 
2

3
t  であるから， 

tP と t tP で挟まれた部分の体積は ②
2

3
t   で近似できる。 

よって求める体積は 
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